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研究成果の概要： 
本研究は、香港の送金業者の企業文書を利用し、20 世紀初頭から 1960 年代までの華僑送金の

システムとその影響について検討した。送金は、香港を世界各地からの送金の中継地として、

多様な通貨や為替レートの変動、そして中国内外の政治的混乱に対応して行われた。華僑送金

が重要な外貨獲得源であったことから、中国共産党政府も送金の受け入れを奨励したが、文化

大革命下の社会的圧力を受け、華僑送金は大きく減少した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,400,000 0 1,400,000 

2007 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 600,000 4,000,000 
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１．研究開始当初の背景 

19 世紀半ばから 20 世紀半ばにかけての

100 年余りの間、海外への出稼ぎ者や国外移

住者から、中国国内の故郷の親族・友人への

送金（華僑送金）が、中国国際収支の主要な

受取項目であり、貿易収支では入超を続けて

いた中国経済にとって極めて重要であった

ことは、つとに同時代の経済学者や官僚らに

よって指摘され、また、近十年来の中国経済

史・アジア経済史研究でも広く認識されてい

る。送金という形態での国外からの資金流入

に大きく依存していたことは、当該期の中国

経済の重要な特徴であると考えられる。しか

し、従来、マクロ・レベルでの華僑送金の重

要性は指摘されても、如何なる金融取引シス

テムの下で安定的な資金移動が長期に亙っ

て可能になったのか、国外からの送金は、華

僑の家族の家計や故郷の地域経済にどのよ
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うな影響を与えたのか、といった、ミクロ・

レベルでの送金のメカニズムとその影響に

関する問題については、必ずしも十分に検討

されてはいない。 

また、華僑送金に見られるような 20 世紀

前半の中国経済の対外開放性は、1949 年の

中華人民共和国成立以降の国際金融市場か

らの孤立と自律的な経済政策運営とは顕著

に異なる一方、1979 年の改革開放政策以降

の国外からの資金・資本流入の増加とその国

内政治・経済に与える影響の増大とは類似性

を看取できる。開放と閉鎖の歴史的サイクル

を踏まえて、中国経済の展開を長期的視点か

ら検討することは、近代中国経済史研究と現

代中国経済分析にまたがる問題領域として

残されている。社会主義体制から改革開放へ

という体制移行下での中国経済の現状を分

析しようとするならば、20 世紀中葉の中華人

民共和国建国初期に中国経済は如何なる変

容を遂げたのかも問われなければならない。

中国経済の変化と継続性に考察を加える上

で、1930 年代の大恐慌期に始まる世界経済

のブロック化や第二次世界大戦後の民族独

立・国民国家成立といったアジア地域におけ

る政治・経済変動や、戦後の国共内戦を経て

1949 年の中華人民共和国成立から建国初期

の経済建設に到る一連の経済体制の変化の

下で、19 世紀半ば以来形成されてきた中国を

めぐる国際資金移動の回路が如何なる変容

を遂げたのかを明らかにすることは、重要な

課題と考えられる。 

こうした研究状況に鑑みて、本研究は、20

世紀初頭から 1950 年代までの時期について、

国内外を結ぶ華僑送金システムの実態を明

らかにし、また、国外からの資金流入が中国

南部（華南）の特に広東・福建両省を中心と

する華僑の故地（僑郷）の地域経済に与えた

影響を検討することを通じて、中国の対外経

済関係の歴史的展開に考察を加えるもので

ある。 
 
２．研究の目的 
本研究の主眼は、近年になって中国内外で

整理・公開されつつある、個人、企業、政府

の新資料を利用して、従来必ずしも明らかで

はなかった華僑送金システム内部の構造と

動態に考察を加え、そうしたミクロ・レベル

での対外経済関係の変容過程の分析を踏ま

えて、20 世紀初頭から中葉にいたる中国経済

の長期的展開を検討することにある。具体的

な研究課題としては、以下 3 点になる。 

(1)家計の多国籍展開に関する考察：中国及び

国外への移動の中継地となっていた香港で

は、近年、国外の華僑と国内のその家族によ

る送金と家計の記録（僑批と呼ばれる手紙類、

手形の写し、送金の受取書、帳簿など）の整

理・公開が進んでいる。こうした個人が残し

た文献資料と数値データを利用することに

より、従来の研究では明らかにされていない、

送金システムの内的論理と実態を分析する

ことが可能になる。 

(2)国際・国内金融システムの連鎖の分析：国

外からの送金が、東南アジアや香港・シンガ

ポールを中心に活動していた民間の送金業

者（信局）、世界各地にネットワークを広げ

る国際決済銀行（香港上海銀行など）、そし

て華南の地場金融業者を通じて行なわれて

いたことは、先行研究によって指摘されてい

る。本研究は、そうした資金移動の大まかな

流れを踏まえた上で、これらの国籍、規模、

機能を異にする金融機関が、どのような取引

関係を結んで、安定的な資金移動の回路を提

供していたのかを明らかにする。 

(3)体制移行期の華僑送金と華南地域経済の

検討：日中戦争期から 1950 年代初期にかけ

て、華南地域は、日本軍による占領、内戦、

そして中華人民共和国政府による統治の確



 

 

立、という大きな政治変動にさらされた。こ

うした政治体制の変化の下で、地域経済・社

会がどのように変容していったのか、に関す

る検討は、未だ端緒に着いたばかりである。

本研究は華僑からの送金とその影響に焦点

を当て、この問題にアプローチするものであ

る。 
 
３．研究の方法 
本研究では、華僑とその家族自身の個人文

書、送金に関わる金融機関の経営文書、地域

の制度と政策に関する報告、という家計、金

融システム、地域の 3つの異なる対象に関す

る資料を相互連関的に分析することによっ

て、国内外の間の資金の流れの態様を明らか

にし、20 世紀初頭から半ばにいたる中国経済

の対外関係の展開に考察を加える。また、文

献資料の検討と、家族と企業がそれぞれ残し

た帳簿から作成した数量データの分析を組

み合わせて、資金移動に考察を加えることも、

本研究の方法上の特徴となっている。 

本研究が利用する重要な資料は、香港大学

図書館蔵『馬叙朝文書』である。馬叙朝は、

広東省台山県出身で、香港で絹織物輸出業を

始め、保険や銀行業を営んだ企業家である

（香港名人年鑑）。それらの事業の一端とし

て、馬は故郷の台山を中心とする地域出身者、

海外（特に北南米が多い）へ出稼ぎに赴いた

者と、その家族との間の手紙のやり取りと、

送金を扱った。香港政庁の行政官であったジ

ェームズ・ヘイズにより収集され、香港大学

に起草された馬叙朝文書は、手紙 700 通あま

りと帳簿、手形の写しなどを含んでいる。特

に、帳簿には、送金の手段、通貨、頻度、額、

使途等が記載されており、華僑送金の実態を

示す極めて重要な記録である。本研究では、

帳簿からデータベースを作成し、20 世紀初頭

から 1950 年代後半まで間の送金を通時的に

検討した。 

 
４．研究成果 

帳簿に記録された資金の動きを再構成し、

資金移動の経路、海外と香港、香港と中国本

土（広東）との間の為替リスクへの対処、と

いった点に考察を加えた結果、海外の出稼ぎ

者は、現地通貨と香港ドルとの間では、まず、

香港ドル建ての手形を現地の銀行で購入し

て送金することにより、将来の為替レート変

動に伴うリスクを、回避する場合が多いこと、

一方、香港と中国本土の間では、一時資金を

香港の馬叙朝が利子付で受け入れ、為替レー

トが有利になる状況を待って、送金する場合

が見られることが確認された。 

日中戦争前、送金は、華僑の家族の家計を

支えただけではなく、日中戦争前に当該地域

で最初に建設された鉄道（新寧鉄道）を始め

として、地域のインフラの建設に大きく寄与

していた。このように、家計や地域にとって

不可欠の財源であった華僑送金は、日中戦争

期から中華人民共和国初期にかけて、華南と

香港との間の交通・金融が、戦乱によって遮

断された時期も、香港の送金業者が専門の輸

送人（クーリエ）を雇うなどの手段によって

対応し、維持されていたことを明らかにした。 

広東省档案館（広州市、中華人民共和国）

所蔵の中華人民共和国建国初期の華僑送金

に対する政策に関する政府文書からは、建国

後も中央・地方政府が、外貨獲得の為に華僑

送金を維持・拡大することを目指していたこ

とが看取される。そうした中国政府の政策に

も対応して、香港の送金業者は、1950 年代初

期に、アメリカ合衆国政府、及びカナダ政府

が、対共産中国政策の一環として、中国への

送金を制限した際にも、送金の中継地として

機能し、華南への送金を続けた。馬叙朝が扱

った送金の主要な送り先である広東省台山

県で聞き取り調査（2008 年）等によれば、政

府の方針に反して、華僑送金の流入が大きく



 

 

阻害されるようになったのは、1960 年代の文

化大革命時期であった。地域社会が不安定化

する中で、華僑の家族及び送金の受け取りが

激しい攻撃の対象となった為である。華僑送

金は、戦前期から建国初期にかけての、中国

本土、香港、海外との経済関係が、国内外の

政治的変動の下でも、多様な送金手段によっ

て続けられてきたが、地域社会の社会政治的

圧力によって、遮断されることとなったので

ある。 
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